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ア.黙となる磐倉店″
1,「地域の高齢化に十分対癌できる医療体制の整備」と「医科大学の機能を生かし

た専門医療の提供」を基本とし、市民に信頼される医療を提供する。

2.指定管理者である金沢医科大学の持つ民間ノウハウを、最大限に活用し、建設費、

維持管理費のコストダウンを図るとともに、効率的で利便性の高い病院を整備す

る。
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1.病棟機能について (250床規模を想定)

① 一般病床 (急性期)200床程度 (集中治療窒6床程度を併設)
② 回復期リハピリ病床50床程度
(急性期と福祉・介護施設との中間施設として利用)

2.外来機能について

① 現行の20診療科 (院内標榜25診療科)を継続
② 診療科横断的な外来診療体市げの整備

(ハートセンター。がんセンター・生活習慣病センター等)

③ 専門外来の開設

(乎L腺、甲状腺、ストーマ、化学療法、腎尿管結石など)

3.診療機能について

① 急性,い筋梗塞、急性心不全、術後等重症悪者の集中治療室の整備

(集中治療室 (CCU4床 ICU 2床 計6床程度)を計画)
② 消化器ガンを対象とした内視鏡検査体制の強イヒ

(現行の3列体制を4列体制に増設)

③ 手術窒機能の強化

(,い臓・消化器ガン手術に対応 4室体制を5室体制に増設)  ,



④ 検診・ドック機能の拡充

(健康管理センターの設置)

⑤ 救急医療体制の整備

(集中治療室、手術機能を含めた救急体制の再編)

⑥ 災害時医療の体制整備

(耐震構造の強化、災害時医療体制の確立)  '
⑦ 透析センターの拡充

(現行17床体制に加え3～ 4床の増床を計画)
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※土地取得費及び備品・医療機器等購入費は除く      ,
※埋蔵文化財調査費・公共関連事業箕 (上下水道・電力等受益者負担金等)除く
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現病院との比較表
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病 床 数 368床 250床 程 度
］勲程度、囃

訃卦藤
睡噛］
急集り

疏い臆

効
当
は蒔備雄
5.26席～ 5,85浦 8 nf以 上 医療法施設基準 '

6.4席 以上

延 べ 面 積 16,225席 18,500ド 程 度 院
院
病
病
現
新
44.1席 /床
74.O nt/床

建築面積 6,885ド 概ね 同程度 を想定
(階 数等によ り変動 )

り
こ
ビ
る
ハ
す
り
置
。
設
分
に
剖
階
療
１

。

診
は
い

来
等
し

外
設
ま
施ヽ
望

常
連
が

通
関
と

敷地面積 23,575謂 30,OOO nf程 度
定想

期
師
車

次
医
駐

区 分 金額 (百万円) 備 者

建設工事費 (本体設備・外構) 4,773 19百万円/床
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平成 20年度   基本構想の策定 。用地交渉
平成 21年度   地質調査・測量・文イヒ財調査

農業振興地域除外・開発行為許可

設計・造成工事

平成 22年度   建設工事
※市としては、出来るだけ早く新病院を完成させたいと者えています。
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氷見市鞍川地内 約 30,OOO浦 (9,090坪 )
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